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紫波町農業委員会


第874回紫波町農業委員会総会　議事録

　第874回紫波町農業委員会総会は、令和8年9月18日、紫波町役場に招集された。

1　開催日時　　令和8年9月18日(金）午前10時から　午前10時56分

2　開催場所    紫波町役場　302会議室

3　議事日程
日程第1　　　　　　 議事録署名委員の指名
日程第2　　　　　　 会期の決定
日程第3　報告第1号　農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出について
　　　 報告第2号　紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出について
日程第4　議案第1号　農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定について
日程第5　議案第2号　農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請につい
　　　　　　　　　て
日程第6　議案第3号　農用地利用集積等促進計画（配分計画）作成の要請について
日程第7　議案第4号　農地法の適用外証明願に対する可否の決定について
日程第8　議案第5号　農地転用事業計画変更申請に対する意見の決定について
日程第9　議案第6号　農地法第4条の規定による許可申請に対する意見の決定について
日程第10　議案第7号　農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について
日程第11　議案第8号　遊休農地等調査に係る農地・非農地の判定について

　　　1番　小幡理人　君　　　 2番　西田真之介君　　　3番　野村裕一　君
　　　4番　吉田夏生　君　　　 6番　大沼仁志　君　　　7番　鈴木芳勝　君
　　　8番　山田　讓　君　　　10番　横沢一則　君　　　11番　佐藤廣志　君

　　
5　欠席委員　　（3名）
　　　5番　蒲生庄平　君　　　9番　髙橋伸夫　君　　　12番　岡市充司　君
6　遅刻委員　　な　し

7  紫波町農業委員会会議規則第16条第1項及び第2項の規定により出席した説明員
  　 事務局長　　　　高田　浩一　　君
　　 事務局次長　　　佐藤美智雄　　君
　　 主査　　　　　　大沼　千笑　　君
主任　　　　　　藤根あけみ　　君

○事務局長（高田浩一君）
　　　ただ今から、第874回紫波町農業委員会総会を開催いたします。
　　　次第に沿って進めさせていただきます。
　　　本日は岡市会長が議会出席のため欠席でございますので、最初に、佐藤会長職務代理者よりご挨拶をいただきます。
○会長職務代理者（佐藤廣志君）
おはようございます。ただいま局長よりお話がありましたとおり、そういうわけでございます。秋の収穫時期ということで、稲刈り盛んということになっております。稲刈りは私もモチをやっていましたが、昨日でモチの稲刈りはなんとか済ませました。田んぼの状態が悪くて、水があってぬかるんで田んぼが悪いという感じでございます。
今日は会長が議会対応ということで、本日の総会の舵取りをさせていただきます。議事運営には皆さんの特段の協力をよろしくお願いいたします。

○事務局長（高田浩一君）
　　　ありがとうございました。
総会の進行につきましては、紫波町農業委員会会議規則第9条により、会長が議長の任に当たることになってございますので、以後の進行につきましては佐藤会長職務代理者にお願いをいたします。

○議長（佐藤廣志君）
　　　慣例により紫波町農業委員会憲章を朗読いたしますので、委員の皆様はご起立をお願いします。
　　　私が前文を朗読しますので、委員の皆様は各項目についてご唱和をお願いします。
　　　（憲章を唱和）

○議長（佐藤廣志君）
　　　ただ今の出席委員は9名であります。定足数に達しておりますので、総会は成立いたしました。欠席通告は、5番 蒲生庄平委員、9番 髙橋伸夫委員、12番 岡市充司委員であります。

○議長（佐藤廣志君）
　　　直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。日程に入るに先立ち業務報告を行います。事務局から業務報告を求めます。
　　　高田事務局長。
○事務局長（高田浩一君）
　　　それでは議案書の1ページをお開きください。
（業務報告書朗読）
○議長（佐藤廣志君）
　　　以上で業務報告を終わります。
　　　これより本日の議事日程に入ります。

○議長（佐藤廣志君）
　　　日程第1　議事録署名委員の指名を行います。
　　　議事録署名委員は、紫波町農業委員会会議規則第30条の2の規定により、議長において6番 大沼仁志委員、7番 鈴木芳勝委員を指名いたします。
○議長（佐藤廣志君）
　日程第2　会期の決定を議題といたします。
　　　お諮りいたします。本総会の会期は、本日一日間といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）

○議長（佐藤廣志君）
　　　異議なしと認めます。
　　　よって会期は本日一日間と決定いたしました。なお、会期中の審議予定については、お手元に配付いたしましたとおりですので、ご了承願います。

○議長（佐藤廣志君）
     　日程第3　報告に入ります。
紫波町農業委員会会長等の専決に関する規程第2条第1項の規定により、専決処分した件数が13件ありますので、同条第2項の規定により報告いたします。
報告第1号　農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出について
報告第2号　紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出について
事務局の説明を求めます。
藤根主任。
○主任（藤根あけみ君）
　　　報告第1号 農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出について報告いたします。
（議案書朗読）
○議長（佐藤廣志君）
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
報告第2号、紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出があり、専決により処理いたしましたのでご報告いたします。
（議案書朗読）
○議長（佐藤廣志君）
	以上で報告を終結いたします。

○議長（佐藤廣志君）
　　　日程第4　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　　　大沼主査。
○主査（大沼千笑君）
農地法第3条の規定による許可申請についてご説明いたします。
（議案書朗読）
○議長（佐藤廣志君）
　　　ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議していますので、横沢農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
10番委員。
○10番（横沢一則君）
[bookmark: _Hlk78807501]　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定について 、農地調整小委員会での審議経過を報告します。
付議番号1番は、町内の園芸店兼花卉生産農家が所有する畑を譲渡するものです。譲受人は高齢ではありますが、健康上の問題はなく、栽培作物も機械を有せずとも管理のできる果樹とする予定です。また、隣地の耕作放棄地からの荒廃進行の防止も期待できるものです。
2番は、永小作権の設定です。貸渡人は農業機械の老朽化に伴い経営規模を縮小し、経営規模拡大を希望する借受人に貸し渡すものです。対象土地は借受人の耕作地の近くであり効率的な耕作が可能であると思われます。
3番は、地元の特定非営利活動法人が学童への「食育」を目的として畑を借り受けるものです。借受人は、耕運機を所有するほか、地域の協力によりトラクター耕起も可能です。対象土地は、以前より貸し出されておりましたが、貸渡人側の相続手続き完了に伴い正式に契約を行うこととしたものです。なお、借受人は農地所有適格法人ではないため、解除条件付きでの契約となります。
4番は、親族間での贈与です。分家にあたる譲渡人は県外居住のため、管理が困難であることから本家にあたる譲受人に贈与するものです。
農地調整小委員会では、この案件は農地の最適化を図るものとして、地域との調和要件についても、問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が審議案件です。
○議長（佐藤廣志君）
　　　横沢小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（佐藤廣志君）
　　　質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
　　　ご異議なしと認めます。
　　　よって、議案第1号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（佐藤廣志君）
日程第5　議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請について、を議題といたします。
事務局の説明を求めます。
　　　大沼主査。
○主査（大沼千笑君）
農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請についてご説明いたします。
（議案書朗読）
○議長（佐藤廣志君）
　　　ただいま事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議しておりますので、横沢農地調整小委員長より審議経過について報告願います。
　　　10番委員。
○10番（横沢一則君）
議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請について、農地調整小委員会での審議経過についてご報告いたします。
付議番号1番は、貸渡人が会社勤めのため耕作が出来ない土地について、隣接地耕作者である借受人に貸渡すものです。借受人は経営規模の拡大を希望していること、トラクター等の農機具も所有していることから耕作に支障はないと思われます。
2番の貸渡人は体調を崩したため、近年は借受人に麦の播種・刈取等を委託しておりました。また、配偶者も労働が困難となってきたこと、子は勤め人であるため農業従事が難しいことから貸し渡すこととしたものです。借受人は大型機械を一式所有しており耕作に支障はないと思われます。
3番は、現在の借受人が健康上の理由から引退、後継者は自耕作地以外までの対応は困難であったため、現契約の満了を機に新規の貸借を行おうとするものです。新しい借受人は今のところ兼業ですが、退職後は専業として農業に従事する予定です。また、大型機械一式を所有しており耕作に支障はないと思われます。
4番の貸渡人と借受人は親族です。貸渡人の配偶者が生前に使用していたハウスを撤去したことにより耕作可能となった田を貸渡すものです。
5番と6番の貸渡人は親子で、借受人は同一です。耕作は主に５番の貸渡人が行っておりましたが、体調を崩し耕作ができなくなったこと、農業機械も老朽化し更新予定もないことから貸渡すこととしたものです。借受人は認定農業者であり大型農機具一式を所有していることから耕作に支障はないと思われます。
7番は高齢で耕作が出来なくなったため貸渡すものです。借受人は若い世代ですが、地元団体でオペレーターとして従事するほか、親・兄弟も農業に従事し、大型農機具一式を所有していることから耕作に支障はないと思われます。
8番の貸渡人は高齢化及び機械の更新も出来ないことから貸渡すものです。借受人は地元の農地所有適格法人で、これまでの実績から耕作に支障はないと思われます。また、貸渡人は可能であるときは一緒に作業従事するとのことです。
9番の土地は借受人が所有する土地と「組田」になっており、長期にわたり借受人が耕作を請け負ってきたものです。
10番はその隣接地で、貸渡人の自宅から離れている組田であるため、作業効率を図るため隣地を耕作する借受人に貸し渡すものです。借受人は農機具を所有していること、将来的に認定農業者となること、経営規模の拡大を視野に入れており農業従事について意欲があることが認められます。
11番から13番については、相対契約から中間管理事業に移行するもの、中間管理事業の契約更新をするものであり、これまで同様、良好な耕作管理が期待できるものです。
　　　今回の案件は、地域の担い手として営農継続性が認められ、地域との調和要件についても問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
　　　以上が審議経過です。
○議長（佐藤廣志君）
      横沢小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（佐藤廣志君）
質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請については、原案に同意することと決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第2号は、原案に同意することと決定いたしました。

○議長（佐藤廣志君）
日程第6　議案第3号 農用地利用集積等促進計画（配分計画）作成の要請について、を議題といたします。
事務局の説明を求めます。
　　　大沼主査。
○主査（大沼千笑君）
議案第3号農用地利用集積等促進計画（配分計画）作成の要請についてご説明いたします。
（議案書朗読）
○議長（佐藤廣志君）
      ただいま事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議しておりますので、横沢農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
　　　10番委員。
○10番（横沢一則君）
議案第3号 農用地利用集積等促進計画（配分計画）作成の要請について、農地調整小委員会での審議経過についてご報告いたします。
付議番号1と2の現耕作者は同一です。現耕作者は経営規模を縮小し、来年度以降は自耕作地のみとするため、契約中の農地を新耕作者へ引き継ぐものです。
1番及び2番の新耕作者は、前耕作者が手を引いた場合に耕作を引き受けることを約束しておりました。また、両名とも認定農業者で実績もあることから、耕作に支障はないと思われます。
双方ともに農地の集積化を図るものとして、問題ないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が審議経過です。
○議長（佐藤廣志君）
横沢小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（佐藤廣志君）
質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
ご異議なしと認めます。
　　　議案第3号 農用地利用集積等促進計画（配分計画）作成の要請については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第3号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（佐藤廣志君）
　日程第7　議案第4号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、を議題といたします。
事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長。
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第4号、農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、内容をご説明いたします。議案書は、12ページをご覧ください。また、別添調査資料につきましては、9から11ページとなりますので、併せてご覧ください。申請件数は3件です。（議案書朗読）
本案件につきましては、9月15日に現地調査を行っております。証明願に対する可否の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。
○議長（佐藤廣志君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施していますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
　　　10番委員。
○10番（横沢一則君）
議案第4号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、9月15日、佐藤次長、堀切推進委員、漆澤推進委員と4名で現地調査をしましたので報告いたします。
付議番号1番、既に宅地化しており、周囲に悪影響を及ぼすものではなく、問題はないと見て参りました。
付議番号2番、長年、隣接する畑に食い込んで宅地として使われていたもので、特に問題はないと見て参りました。
付議番号3番、対象地に水道メーターなどがあり、農地としての復元は困難と見て参りました。
報告は以上です。
○議長（佐藤廣志君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
　　　質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第4号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第4号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（佐藤廣志君）
　　　日程第8　議案第5号 農地転用事業計画変更申請に対する意見の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第5号、農地転用事業計画変更申請に対する意見の決定について、を説明いたします。議案書は13ページをご覧ください。申請件数は1件です。別添調査資料は12から14ページになります。
（議案書朗読）
以上、2案件につきましては、9月15日に現地調査を行っております。調査書に記載のとおり、事業計画変更に必要な要件は満たしていると思われますが、申請に対する本会意見の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。
なお、今後についてですが、本計画変更承認後、本案件に係る5条許可申請が提出される予定です。県農業会議より、制度的にはまだ農地であるとの解釈から改めて5条許可申請が必要であるとの指導があったことから、そのように処理するものです。許可申請に対する本会の意見につきましては、次回の総会でご審議いただく予定です。
説明は以上です。
○議長（佐藤廣志君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施しておりますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
　　　10番委員。
○10番（横沢一則君）
　議案第5号 農地転用事業計画変更申請に対する意見の決定について、今回の転用事業者の■■■■■■■■■は特殊車両、特にキャンピングカーを作る業界の大手企業のようです。全国に20拠点、九州から北海道まで通している会社です。今回の計画には、整備工場とか、後はオートキャンプ場の計画もあるようでございます。本社が東京であることで、関係人口、またオートキャンプ場の計画には交流人口が期待できると思います。それらの関係は町にも経済的に有意になるのではないかと思います。
　周囲には悪影響はないと見て参りました。
　以上です。
○議長（佐藤廣志君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（佐藤廣志君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第5号 農地転用事業計画変更申請に対する意見の決定については、原案のとおり承認相当と決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第5号は、原案のとおり承認相当と決定いたしました。

○議長（佐藤廣志君）
　　　日程第9　議案第6号 農地法第4条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第6号 農地法第4条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を説明いたします。議案書は14ページをご覧ください。申請件数は1件です。別添調査資料は15ページから17ページになります。
（議案書朗読）
以上につきましては、9月15日に現地調査を行っております。調査書に記載のとおり、農地転用に必要な要件は満たしていると思われますが、申請に対する本会意見の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。説明は以上です。
○議長（佐藤廣志君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施しておりますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
　　　10番委員。
○10番（横沢一則君）
　議案第6号 農地法第4条の規定による許可申請に対する意見の決定について、この案件は、住宅地にある農地を転用し共同住宅を建設しようとするもので、周辺を見ましても特に支障になるということはないと見て参りました。以上です。
○議長（佐藤廣志君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（佐藤廣志君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第6号 農地法第4条の規定による許可申請に対する意見の決定については、原案のとおり許可相当と決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第6号は、原案のとおり許可相当と決定いたしました。

○議長（佐藤廣志君）
　　　日程第10　議案第7号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第7号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を説明いたします。議案書は15ページをご覧ください。申請件数は1件です。内訳は所有権移転が1件です。別添調査資料は18から20ページになります。
（議案書朗読）
本案件につきましては、9月15日に現地調査を行っております。本案件は調査書に記載のとおり、農地転用に必要な要件は満たしていると思われますが、申請に対する本会意見の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。説明は以上です。
○議長（佐藤廣志君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施しておりますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
　　　10番委員。
○10番（横沢一則君）
　議案第7号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、この案件は、空き家とセットで農地を譲り受けて中古車の販売に利用しようとするものです。周囲を見ましても、特に悪影響を与えるような案件ではないと見て参りました。以上です。
○議長（佐藤廣志君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（佐藤廣志君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第7号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定については、原案のとおり許可相当と決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第7号は、原案のとおり許可相当と決定いたしました。

○議長（佐藤廣志君）
　　　日程第11　議案第8号 遊休農地等調査に係る農地・非農地の判定について、を議題といたします。
　　　事務局の説明を求めます。
　　　佐藤事務局次長。
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第8号　遊休農地等調査に係る農地・非農地の判定についてご説明します。
非農地につきましては、本来この時期に判定するものではございませんが、空き家事業や他の事業を進めるにあたり、所有者等から非農地判定の要請があり、調査に至ったものです。
本来であれば、現地調査後、農政小委員会に付議すべき案件でありますが、緊急であるため、小委員長の了解を得て、総会に諮るものであります。
整理番号1番、佐比内字舘前の畑です。これは空き家事業関連で、家屋に隣接しておりますが、現地は笹等が繁茂しておりました。
整理番号2番から4番、赤沢字木戸脇の田3筆です。現地はススキ等が繁茂しておりました。
整理番号5番、草刈字善前野の畑です。全体的に雑草、灌木が繁茂しておりました。近隣の紫波ローズガーデンの電力をまかなうため、当該地にソーラーパネルを設置したいとの計画が検討されており、事業者から打診があったため判定を行うものです。
本案件につきましては、9月15日に現地調査を行っております。農地非農地の判定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。
○議長（佐藤廣志君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施しておりますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
　　　10番委員。
○10番（横沢一則君）
佐藤次長から報告があったとおり、現地は灌木等が繁茂しておりまして、農地として使用するには極めて困難、従って非農地にするのが妥当ではないかと見て参りました。
○議長（佐藤廣志君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（佐藤廣志君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第8号 遊休農地等調査に係る農地・非農地の判定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（佐藤廣志君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第8号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（佐藤廣志君）
　　　以上、本日予定しておりました日程のすべてを終了いたしました。
　　　これをもちまして、第874回紫波町農業委員会総会を閉会いたします。


午前10時56分　　閉　会
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